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　３月30日、市総合計画審議会由井淳裕会長から中田勝久市長へ

総合計画「後期基本計画」の答申が行われました。

　今回答申された「後期基本計画」は、平成19年度に策定された市

総合計画の基本構想期間10年間のうち前期５年が終了し、これに続

く後期の基本計画として、市民意識調査や市民意見募集などをもとに

市民の代表等で構成する審議会委員に審議をいただきながら策定し

ています。

　総合計画は、基本構想と基本計画からなり、基本構想は平成19年度を初年度とし、平成28年度を目標年次とする10年後

の市の将来像と、めざすべきまちの姿を示しています。

　基本計画は、この基本構想を実現するための具体的な取り組みや、その達成度を測るための指標を定めたもので、５年ご

との前期と後期の計画期間で策定しています。

市総合計画「後期基本計画」を策定

　市民意識調査（アンケート）により、市民に施策目標に対するこれまでの「満足度」とこれからの「重要度」をお聞きしたなか

で、特に満足度が低く重要度が高い取り組みについて、今後５年間において、施策目標を実現するために重視すべき取り組

みとして、後期基本計画における取り組みの強化策としています。

後期基本計画の策定にあたって

基本構想

平成19年度

基本計画

基本構想

前期基本計画 後期基本計画

平成28年度

平成28年度平成19年度 平成23年度 平成24年度

　市民意識を計画に反映（重視すべき取り組み）

　後期の基本計画期間の初年度である平成24年度は「地域創成元年」と位置づけ、市の歴史、文化、自然景観、特産品や人

のぬくもりなど「ふるさと資源」を活用するとともに、新たな仕組みを創り出す地域創成戦略づくりのための施策を展開していく

うえで、関連する取り組みを強化したり、追加しています。

　後期基本計画期間の初年度を「地域創成元年」に位置づけ、関連する施策を強化・追加

　後期基本計画に掲げられた「まちのあるべき姿」の実現には、行政と市民が課題を共有し協働で取り組むことが必要です。

そのためにこの基本計画に基づき、引き続き“「食」がはぐくむ ふれあい共生の都市（まち）”の実現に向けてまちづくりを推進

していきます。

　なお、総合計画「後期基本計画」は市のホームページで掲載しています。

問市長公室☎43－5002

　「まちのあるべき姿」の実現に向けて

▲中田市長へ答申書を手渡す由井会長

～“「食」がはぐくむ ふれあい共生の都市（まち）”の実現に向けて～

〔計画の構成と期間〕




